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1 は じめに                   協力への関心、また大学のグローバル人材育成の一端
を担うことにもつながる。また、留学生との交流を通
大学におけるチューター制度は、海外からの留学生  じて、在学日本人学生の生き方や大学生活のあり方を
を対象にした支援システムであり、渡日して間もない  考えるきつかけを提供することにもつながる (横田・
留学生を生活ならびに学業面において同じ大学の学生  白土,2004)。そのため、双方にとつて広義での教育
がサポー トできるよう、受け入れ大学が提供する制度  的意義も大きい。
である。政府の留学生受入れ推進政策の中で1972年
に国立大学が国費留学生を対象として制度を開始し、   2 大阪大学大学院人間科学研究科 口人間科学
1976年度からは私費留学生にも適用されるようになっ    部における留学生
ており、現在は多くの大学でこの制度が採用されるに
至っている (横田。白土,2004;千葉大学国際教育セ   大阪大学には、現在2千人近い留学生が在籍して
ンター編,2006)。単なる留学生の支援だけではなく、  いる。大学における留学生数は今後も増加すると推浪1
留学生と接触また交流することにより、日本人学生を  されている。人間科学研究科 。人間科学部においても
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